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いての記事活用や、社説の読み取り、同じ事
象に対する複数紙での読み比べなどの学習が
挙げられる。こうした「俯瞰性」や「詳報性」
といった新聞の特長を活かした活用は、社会
的事象に対する生徒の知識獲得への一助とな
るに留まらず、社会的な思考力・判断力の育
成にもつながる学習材としての必要性が認め
られてきた。一方で、新聞は「記録性」や「保
存性」といった特長も同時に有しているが、
社会科授業において、これらの特長を最も有
効に活用できる歴史的分野での新聞活用実践
は、あまり見られない。
　歴史的事象に関する「昔の新聞」１）は、教
科書や資料集に掲載されてはいるものの２）、
その多くは単に「歴史の一場面」を切り取っ
た事実提示として用いられるに過ぎず、「歴史
の大きな流れ」（中学校学習指導要領解説社
会編）をとらえさせるための学習材には至っ
ていないのが現状である。また、「昔の新聞」
を通して、その時代に生きた人々の思いや願
いに触れる実践も可能になると考えられるが、
そうした実践もほとんど見られていない。
　そこで筆者らは、歴史的事象と関連づけた
NIE活動を通して、生徒が時代認識を深めた
₁．はじめに
　2008年４月改訂の新学習指導要領の柱の一
つとして「言語活動の充実」が位置づけられ、
学習材としての「新聞」活用への関心が高まっ
ている。新聞を取り入れた学習活動（NIE：
Newspaper in Education＝「教育に新聞を」）
は、生徒の興味・関心・意欲を引き出すとと
もに、思考力・判断力・表現力や情報活用能
力の育成にもつながる。
 そのため、「生きた教科書」としての新聞を
活用した授業実践は、社会科や国語科を中心
に、これまでにも数多く報告されている。
1989年の「パイロット計画」に端を発する我
が国のNIE活動は着実に成果をあげ、日本新
聞教育文化財団が全国の小中高校を対象に
行っているNIE実践指定校も、近年では毎年
500以上の学校が認定を受け、各教科・領域
にわたって様々なNIE実践が行われている。
₂．社会科におけるNIEの現状と課題
　中学校社会科においては、主として現代社
会の諸事象を学ぶために新聞が用いられてい
る。例えば、選挙報道など時事的な話題につ
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ここでは、当時の思い出について周囲の大人
に尋ねたり、各電化製品の普及率の推移から、
生活への影響の違いについて考察したりする
ことにより、当時の人々の暮らしの変化に気
づかせる授業展開が考えられる。しかし、こ
れだけでは、これらの電化製品のある生活が
日常である生徒にとって、当時の人々の気持
ちを十分に想像することは難しい。
　そこで、当時の新聞から人々の電化製品に
対する思いを読み取らせるため、≪資料１≫
を提示して生徒に気づいた点を問いかけた。
この広告主が百貨店であることを確認した上
で、生徒からは「（近くの電化量販店名を挙げ）
電器屋の広告じゃないの？」「デパートでテ
レビ実演をすることが広告になるほどのこと
なんて、今じゃありえない。」等の反応が得
られた。また、販売されたテレビの前に大勢
の人が集まっている広告写真からも、「当時の
人々のカラーテレビに対する大きな期待感が
伝わってくる」と書いた生徒も見られた。
　次に、「食生活の変化」では、1970年代以
降のファストフード店、インスタント食品、
コンビニエンスストアの相次ぐ出現による食
生活の大きな変化から、どのような時代の変
革が見られたのか考えることをねらいとして
いる。ここでは、普段の生活における利用頻
度を尋ねるなどの導入も考えられるが、やは
り生徒にとって、余りに身近であるそれらの
存在意義について改めて考えることは容易で
はない。
　そこで、例としてコンビニエンスストアは、
導入された当時の人々にどのような受け止め
られ方をしていたのか、新聞広告を用いて読
み取る展開を図った。いずれも、大規模な
チェーン展開を行う企業の新聞広告であるた
め、容易に多くの資料を得ることができた。
り、当時の人々の考えに触れたりする学習の
有効性を検討しようと試み、明治期から昭和
期に至る「昔の新聞」の体系的な学習材化を
目指した研究・実践を進めている。
　その中から本稿では、２つの学習単元を選
び、新聞の活用例を紹介する３）。
　第一に、公民的分野「現代社会とわたした
ちの生活」における学習単元「戦後日本の生
活」に関連した新聞広告の活用例、第二に、
歴史的分野における学習単元「大正デモクラ
シー」の中の、特に「米騒動と人々」の学習
項目での活用例を示す。なお、前者について
は筆者久保田が2010年５月に勤務校で授業実
践を行い、後者についても同11月に実践を
行ったものである。
₃．学習材としての新聞活用例の紹介
3.1	公民的分野「戦後日本の生活」における
活用例
　「現代社会とわたしたちの生活」は、公民
的分野の第１章にあたり、分野全体の導入に
位置づけられている。また、歴史的分野にお
ける既習事項である「戦後の日本」を中心と
して、公民的分野の学習事項と関連させて学
習することで、公民的分野の学習内容を生徒
に身近に感じさせる役割も有している。ここ
では、本章の学習単元「大量消費社会の出現」
と「食生活の変化」(各１時間設定)において、
当時の国民生活の実態に触れるための学習材
としての新聞広告を活用した実践を行った。
　まず、「大量消費社会の出現」では、1950年
代の「三種の神器」（テレビ・洗濯機・冷蔵庫）
や、その後高度経済成長期を迎えて、「３C」
(カラーテレビ・自動車・クーラー)と呼ばれ
た電化製品の普及が国民生活に与えた影響に
ついて考えさせることをねらいとしている。
― 311 ―
「昔の新聞」の授業内活用法を探る
中でも≪資料２≫は、あるコンビニエンスス
トアの第１号店オープンから５年後の1979年
１月１日の新聞広告である。この資料に対し
ては、「えっ？元旦も開いてるって、そんなの
当たり前でしょ？」「わざわざ広告に載せるっ
てことは特別なことなの？」「これでもコン
ビニ便利って言えるの？」「10時から18時っ
て、セブンイレブンですらないじゃん。」「24
時間営業じゃなかったんだ。」などといった
反応が次々と見られ、意外性を持たせる導入
となった。また、≪資料３≫から、当時の利
用者の声についても触れ、「いろいろな立場の
人にとって、コンビニエンスストアの登場は
画期的な出来事だった」「今ではなくてはな
らないほど当たり前になっているコンビニも、
当時はめずらしいものだった」「女性の家事
が楽になった、というのはうちの親を見ても
よく分かる」などの感想が見られた。
　授業の終末時には、「この時代の特徴を漢字
２文字で表し、説明してみよう」との発問に
対し、「便利」「時短」「進出」などの語句を用
いてそれぞれ記述がなされていた。
　公民的分野の導入に位置づけられている戦
後日本の生活の変化についての学習単元も、
生徒が実生活との比較で考えることは容易で
はない。そこで、当時の人々の願いや思いが
表出されている新聞広告を活用することで、
当時の社会的背景を考慮しながら生徒に考え
させることができた。また、新しい生活に対
する当時の人々の願いや期待に気づき、自分
なりの言葉でまとめる課題にも取り組み、続
いて学ぶ公民的諸事象に関しても、実生活と
関連づけて学習しようとする姿勢を生徒に身
につけさせることができ、単元のねらいが達
成された。
3.2	歴史的分野「米騒動」における活用例
　現行の中学校社会科歴史的分野における
「米騒動」は、大正デモクラシーに関連した
国民行動の一つとしての叙述がなされており、
国民の貧富間格差に対する政府の対応の不備
などを要因とした市民的暴動としてとらえら
れがちである。しかしここでは、「米の安売り
を求めて米騒動が起こった」という歴史的事
象を単独で学ばせることではなく、米騒動の
背景や社会に対する影響について歴史的な位
置づけを行い、当時の時代背景について生徒
に考えさせることをねらいとした新聞活用を
提案したい。
　米騒動に関する新聞活用の展開例としては、
「富山の女一揆」として有名な≪資料４≫な
ど、一つの記事のみを用いて事実的知識の確
認を行い、この「一揆」が生じた時代背景に
関しては、続く教科書叙述を中心とした学習
が考えられる。しかし、こうした「場面限定
型」の新聞活用では、「記事の関連性」という
新聞の特性が活かされず、「女一揆」前後の時
代背景や因果関係を含めた理解へと深めるこ
とは困難である。例えば、現代社会において
も、選挙についての新聞記事を活用した授業
実践であれば、選挙翌日の特集記事だけでは
なく、期日前投票の動向や世論を紹介する「選
挙以前」の記事を同時に活用することで、選
挙報道に関するより深い考察が得られるであ
ろう。
　大正期の国民生活においても、人々の生活
に即した米に関する報道は、「富山の女一揆」
前夜にも数多く見られる。そこで、これら一
連の記事を活用することで、一つの歴史的事
象が生じる時代的背景をつかみ、さらには生
徒個々の時代認識へとつなげていく学習（１
時間設定）を展開する。
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み取れる。また、教科書（東京書籍）には、「ロ
シア革命の影響をおそれて行ったシベリア出
兵による米の買い占めから米価がはね上がる
と、米の安売りを求める運動（米騒動）が全
国に広がりました。」との叙述がなされてい
る。そこで、これまで見てきた「記事の関連
性」を踏まえて米価の高騰の要因について考
察する活動を取り入れ、「米価の高騰は、本当
にシベリア出兵のせいか」という討論を行う
こともできる。
　あるいは、将来の米供給について1918年当
時から見た懸念が、人口増加や産出量の予想
値とともに語られている≪資料10≫を用いて、
１世紀近くを経た現在、実際の人口増加と米
問題はどうなっているのか、記事の心配に対
する返答を書かせる活動も考えられる。
　以上のように、「米騒動」前夜の一連の記事
を用いた授業展開により、「米騒動」が単独の
事象ではなく、歴史の流れの中で発生したも
のであることに気づかせ、現代社会と比べな
がら、当時の時代背景に興味を持たせること
が本展開例における新聞活用のねらいである。
こうした「記事の関連性」を活かした歴史授
業を展開することで、従来のように「歴史の
一場面」を切り取るだけの新聞活用よりも、
より深く社会的事象にせまる学習が可能とな
るであろう。
₄．課題と今後の展望
　今日の新聞は、写真やカラー使用、文字の
強調などによる明瞭さといった特長を有して
いる。一方で、「昔の新聞」にはそれらの工夫
はほとんど見られず、生徒にとって分かりに
くい点が第一の課題である。そこで、3.1で
示したように、生徒に意外性を感じさせるた
めの新聞活用や、3.2で示したように、記事
　導入として、まず≪資料５≫の見出し部分
（「益騰る」）を提示し、その読み方を問う。
合わせて≪資料６≫を提示し、米が大きく値
上がりしていることを伝える記事であること
を確認する。さらに、米価を日々伝える≪資
料７≫は、現代の新聞でいう株式市場相場の
一覧のようなものであったが、これらの資料
を通して、当時の人々にとって米価が大きな
関心をもつものであったこと、換言すれば、
関心を持たざるを得ない状況であったことに
気づかせたい。
　続いて、実際の米騒動に至る時代的背景に
触れておきたい。米騒動は、シベリア出兵を
見込んだ商人による米の買い占めが原因の一
つであることから、「一揆」とする向きもある
が、≪資料８≫からは、漁師町の女性たちが
この段階で行った行動は「集合して嘆願」し、
「襲はんと」したが、警察署長に「懇々説諭
されたる結果」「退散した」ことであること
が読み取れる。ここから、少なくとも発生初
期の米騒動は強行的な一揆ではなく、集団強
訴に近い印象を受けるため、記事の読み取り
に時間をかけたい。その後、≪資料４≫の「富
山の女一揆」に次ぐ小見出しをつけさせる課
題を通して、報道から考えられる米騒動の実
態をとらえさせる活動も考えられる。
　また、≪資料９≫には、漁師町の男性たち
が出稼ぎで生活が大変苦しかったことなど、
女性たちが行動を起こすに至った経緯を読み
取ることができ、米騒動が全国に飛び火し、
焼き払いなど実際の暴力的な行動に出る様子
を報道した記事などを加え、米騒動の起こる
背景や、当時の人々の思いについても読み取
らせたい。
　さらに、これら一連の記事により、米価の
高騰が漁民らを行動へと駆り立てたことが読
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手軽に活用できる形での新聞の学習材化を提
案するための実践・研究をさらに進めていく。
＜注＞
１）本稿における「昔の新聞」とは、多くのNIE活
動で用いられる「今の新聞」に対立する用語であ
り、広く創刊期以降の新聞を指す。
２）教科書における新聞そのものの活用としては、
例えば東京書籍『新しい社会　歴史』では、「五・
一五事件を報じる新聞」の１例のみ見られる。各
社資料集にはより多くの新聞活用が見られるもの
の、日常的に「昔の新聞」が活用されているとは
言い難い。
３）本稿で用いた資料は、≪資料１≫～≪資料３≫
が読売新聞オンラインデータベース「ヨミダス歴
史館」、≪資料４≫～≪資料10≫が「東京朝日新
聞復刻版」からの抜粋である。
＜主な参考文献＞
妹尾彰・福田徹（2006）『新聞を知る　新聞で学ぶ』
晩成書房
日本NIE学会編（2008）『情報読解力を育てるNIEハ
ンドブック』明治図書
財団法人日本新聞教育文化財団（2010）「新学習指
導要領とNIE」（第15回NIE全国大会配布資料）
の関連性を活かした新聞活用を行うことで、
記事の内容理解だけが目的とならないような
実践が必要となる。
　また、第二の課題として、公立の中学校教
員が「昔の新聞」を入手する困難さが挙げら
れる。各新聞社の復刻版やオンラインデータ
ベースを用いることで創刊期からの新聞記事
が閲覧可能であるとはいえ、現状では、その
利用は大学図書館等の公共機関にほぼ限られ
ており、教科担任による学習材化には時間的
制約が多い。この点については、教育的利用
に対するデータベースのアクセス権を可能な
限り認める環境整備が喫緊の課題である。そ
れにより、「昔の新聞」が有効に活用され、教
科担任による教科書に準拠した新聞記事の活
用が進むであろう。今後継続する本研究の成
果も、授業内における「昔の新聞」の活用拡
大に向けた一助になると期待している。
₅．おわりに
　NIE活動が教育界と新聞界との連携によっ
て発展してきたものである以上、その対象が
「現在の新聞」を中心としたものであること
は否めない。しかし、本稿で示した通り、人々
の思いや願いに気づいたり、時代認識を深め
ていったりするにあたって、「昔の新聞」が果
たす役割を見逃すことはできない。
　また、NIEにおいては、一般的な記事に限
らず、広告や社説の活用、さらには複数面・
複数紙の読み比べなどいわゆる「新聞を丸ご
と使う」ことの重要性がしばしば述べられる
が、本稿で提案した「昔の新聞」の活用を含
めてこそ、真に「丸ごと」と言えるのではな
いだろうか。「昔の新聞」の学習材化に残さ
れた課題を踏まえつつ、今後は、授業の具体
的な展開例を付記したワークシート形式など、
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※本研究は、財団法人　博報児童教育振興会「第５回児童教育実践についての研究助成事業」の
助成を受けて実施しているものである。（助成番号10-B-071）
　【資料】
≪資料１≫
（昭和32年11月29日　朝刊５面）
≪資料２≫
（昭和54年１月１日　朝刊44面）
≪資料３≫
（昭和55年８月25日　朝刊20面）
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≪資料５≫
（大正７年７月23日　朝刊５面）
≪資料６≫
（大正７年７月30日　朝刊５面）
≪資料４≫　（大正７年８月８日　朝刊５面）
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≪資料７≫（大正７年７月26日　朝刊８面）
≪資料８≫（大正７年８月７日　朝刊５面）
≪資料９≫
（大正７年８月５日　朝刊５面
≪資料10≫
（大正７年８月23日　朝刊５面）
